
第 2 期 長和町まち・ひと・しごと創生総合戦略 (令和 5 年 6 月改訂) 新旧対照表 

 

番

号 頁 
新 

（赤字個所を変更または追加） 
旧 備考 

1 

15 基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

田舎暮らし体験施設利用件数 
13 件 

（H30 年） 

10 件 

（R６年） 
（年間） 

 

基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

田舎暮らし体験施設利用件数 
13 件 

（H30 年） 

15 件 

（R６年） 
（年間） 

 

変更 

理

由 

令和 5 年度よりシェアハウス機能を追加した体験住宅と運用を変更するため、一棟貸しの施設から人が共有する施設へと変わり、観光目的の利用者が減少すると見込むため。 
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15 基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

長和町空き家情報登録制度（「空

き家バンク」）新規登録件数 

10 件 

（H30 年） 

35 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 
 

基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

長和町空き家情報登録制度（「空

き家バンク」）新規登録件数 

10 件 

（H30 年） 

15 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 
 

変更 

理

由 

R4 年度までの実績で 23 件と目標値を達成していて、今後も年間５－１０件程度の登録が見込まれるため。 

3 

16 基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

長和町空き家情報登録制度（「空

き家バンク」）に登録された物件

の売買等成立件数 

３件 

（H30 年） 

30 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 

 

基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

長和町空き家情報登録制度（「空

き家バンク」）に登録された物件

の売買等成立件数 

３件 

（H30 年） 

10 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 

 

変更 

理

由 

R4 年度までの実績で 23 件と目標値を達成していて、今後も年間５件程度の契約が見込まれるため。 



4 

16 基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

移住相談件数 
20 件 

（H30 年） 

250 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 
 

基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

移住相談件数 
20 件 

（H30 年） 

100 件 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 
 

変更 

理

由 

R4 年度までの実績で 193 件と目標値を達成達成していて、今後も年間 50 件程度の相談が見込まれるため。 

5 

20 基本目標３ 

（３）主な施策 

（イ）子育てするための環境や支援の充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

子育て支援センター延べ利用人

数 

7,926 人 

（H30 年） 

2,200 人 

（R６年） 
（年間） 

 

基本目標３ 

（３）主な施策 

（イ）子育てするための環境や支援の充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

子育て支援センター延べ利用人

数 

7,926 人 

（H30 年） 

7,000 人 

（R６年） 
（年間） 

 

変更 

理

由 

利用者を町内在住者に限定する等の新型コロナウイルス感染症対策による利用制限及び早期からの保育園入園による利用者の減少等のため 

6 

22 基本目標４ 

（３）主な施策 

（ア）協働のまちづくりの推進 

指 標 基準値 目標値 備 考 

協働のまちづくり推進のための

啓発実施回数 

0 回 

（R４年） 

2 回 

（R６年） 

（R5 から R6 の 2 年

累計） 
 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（ア）協働のまちづくりの推進 

指 標 基準値 目標値 備 考 

協働のまちづくりに関する理解

を深めるための講演会等の事業

実施数 

－ 

（R 元年） 

３回 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 

協働のまちづくりに関する理解

を深めるための講演会参加人数 

－ 

（R 元年） 

300 人 

（R６年） 

（R２から R６の５

年累計） 
 

変更 

理

由 

講演会方式による協働のまちづくりの推進も、適任な講演者や来場者が確保できれば一定の効果は見込まれるところであるが、予算確保や参加者の見込みが難しいことから、指標や取り組み事業を見直して協働のま

ちづくりを推進していく。 
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23 基本目標４ 

（３）主な施策 

（ア）協働のまちづくりの推進 

■具体的な事業 

・協働のまちづくり推進のための啓発活動等 
 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（ア）協働のまちづくりの推進 

■具体的な事業 

・協働のまちづくり推進のための講演会開催  等 
 

変更 

理

由 

講演会方式による協働のまちづくりの推進も、適任な講演者や来場者が確保できれば一定の効果は見込まれるところであるが、予算確保や参加者の見込みが難しいことから、指標や取り組み事業を見直して協働のま

ちづくりを推進していく。 



8 

24

～

25 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

介護予防教室（元気アップ教室、

はつらつ運動教室、認知症予防

教室、リハビリ専門職派遣事業）

の延べ参加者数 

1,376 人 

（R４年） 

1,514 人 

（R６年） 
（年間） 

 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

いきいきサロンの参加者数 
1,494 人 

（H30 年） 

1,566 人 

（R６年） 
（年間） 

 

変更 

理

由 

令和 5 年度より、いきいきサロンは地域の住民主体の通いの場に移行し、いきいきサロン事業は終了となったため 
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24

～

25 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

高齢者に占める要介護１以上の

割合 

17.1％ 

（H30 年） 

15.0％ 

（R６年） 
（R６年時点） 

 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

高齢者に占める要介護１以上の

割合 

17.1％ 

（H30 年） 

17.0％ 

（R６年） 
（R６年時点） 

 

変更 

理

由 

令和 4 年度末までに目標値を既に達成しているため 

10 

24

～

25 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

地域における通いの場の箇所数 
８か所 

（H30 年） 

35 か所 

（R６年） 
（R６年時点） 

 

基本目標４ 

（３）主な施策 

（オ）健康長寿のまちづくりと生活を支える仕組みの充実 

指 標 基準値 目標値 備 考 

地域における通いの場の箇所数 
８か所 

（H30 年） 

18 か所 

（R６年） 
（R６年時点） 

 

変更 

理

由 

令和 5 年度より、いきいきサロンが地域の住民主体の通いの場に移行となり、通いの場所数が目標値を超えるため 

11 

16 基本目標２ 

（３）主な施策 

（イ）空き家の活用による交流人口の増大 

□重要業績評価指標（KPI） 

指 標 基準値 目標値 備 考 

シェアハウス利用者数 
0 件 

（R５年当初） 

3 件 

（R６年） 
(年間) 

 

 追加 

理

由 

シェアハウス機能を追加した体験住宅と運用を変更し、シェアハウスの利用者件数を取り入れるため。 

 

 


